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　地域の住民の皆さま、近隣の医療機関のみなさま、いつも大

変お世話になっております。この度 2025 年 10 月より前病院

長の志村早苗先生よりバトンを引き継ぎ、新しく病院長を拝命

いたしました平川貴規 ( ひらかわ　たかのり ) と申します。私

は「人も、地域も、高齢社会での医療の持続性も、全てを大切

にしながら医療と向き合いたい」という想いから総合診療医の

道を歩み、これまで地方都市、首都圏、本土から船で２時間か

かる離島など、様々な場所での総合診療を行って参りました。

現在も当院で総合診療を中心に診療に従事しております。

　光ヶ丘スペルマン病院は結核に苦しむ貧しい人たちに無料で治療を提供したいと願うカトリック仙台教会の願いの

もと、在留米軍の方々やニューヨーク大司教のフランシス・J・スペルマン枢機卿の寄付を受けて 1955 年に開院し、

2025 年が開院 70 年の節目となります。時代により求められる医療は大きく変化し、結核病棟はなくなりましたが、

全ての患者様、ご家族の方々の苦しみにともに向き合い、心のこもった医療を提供したいという想いは今も変わらず

私たち職員の精神として根付いています。

　こうした開院以来の精神を大切にしながら、より地域に合った、時代に合った医療を提供するためにこれから以下

のふたつの機能に注力したいと考えております。

　ひとつは、総合診療を軸とした幅広い病気と病期の診療機能です。特に年齢を重ねると単一の臓器だけではなく、様々

な臓器の疾患を併存されていることも多いです。慢性の病気だけでなく、時に感染症など急性疾患にも罹患すること

もありますし、よい生き方、よい死に方というものを考え始める時期でもあります。そのような多臓器にわたる疾患、

様々な病期を共に考え歩んでいけるような総合診療の機能を、教育を含めてつくっていきたいと思います。

　２つ目は、地域の健康をデザインするという機能です。寿命が伸びるなかで家族構造や、世帯の構造も変化してい

るいま、健康寿命というものが非常に大切になってきています。“病気のひとを健康に” だけでなく “今ある健康をよ

り長く、健康な人がより多い地域に” という地域やそこに暮らす皆さま全員の健康を作っていくため、地域の皆さま

と一緒にこの健康のデザイン活動を行っていきたいと考えています。

　光ヶ丘スペルマン病院が仙台医療圏、東仙台地域の仲間として健康を考え、つくり、共に歩める場所でありつづけ

られるようにこれから診療・人材育成・地域活動に努めて参ります。よろしくお願い申し上げます。

病院長就任ご挨拶 病院長　平川　貴規

変わらぬ想いで、変わりゆく医療に応える
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バスでお越しの方
● 仙台駅前ロフト南側（27）バス停より
鶴ヶ谷 7 丁目行き保健環境センター前下車　徒歩 5 分

JR でお越しの方
● 東仙台駅下車、徒歩 :10 分 タクシー :3 分

お車でお越しの方

● 利府方面からお越しの方
利府街道、東仙台 2 丁目交差点を右折し約 500m 先右手です

● 仙台駅方面からお越しの方
45 号線を苦竹方面に進み、坂下交差点を左折、
約 1.3km 直進し、枡江交差点を右折後、約 300m 先左手です

● 仙台駅前ロフト南側（27）バス停より
中江・二の森経由・東仙台営業所行き
東仙台 4 丁目バス停下車　徒歩 1 分

光ヶ丘スペルマン病院

URL https://spellman.or.jp

　この度、令和７年９月３０日をもちまして、病院長を退任いたしました。

平成 12 年４月に当院に着任以来、長きにわたり病院長として務めさせてい

ただきましたこと、これもひとえに皆様方の温かいご支援とご協力の賜物

と深く感謝申し上げます。

　在任中は、地域医療の発展に微力ながら貢献できるよう努めてまいりま

したが、皆様方には多大なるご指導、ご鞭撻を賜り、心より御礼申し上げ

ます。

　当院は、私が病院長に就任する 2年前に宮城県で初となる緩和ケア病棟

が開設し、前年にはリウマチ膠原病内科が新設されるなど病院として新た

な第一歩を踏み出した最中でした。この過程で、多くの課題を乗り越えながら病院の基盤が築かれていったことを

実感しています。その後、医療を取り巻く環境の変化に対応しながら、病院の在り方を模索し、地域包括ケア病床

の開設、地域医療連携室の増員など、地域包括ケアシステムの充実に努めてまいりました。

　なお、病院長退任後は、引き続き当院の発展に尽力させていただくべく、名誉院長として、新体制の支援と地域

医療の充実に努めてまいります。

　後任には、平川 貴規が令和 7年 10 月 1日付で就任いたしました。新病院長のもと、当院は地域医療のさらなる

発展に貢献できるよう、職員一同、一層精進してまいる所存でございます。

　引き続き変わらぬご支援とご厚情を賜りますようお願い申し上げます。

病院長退任ご挨拶

地域医療連携室

前病院長　志村  早苗


